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スピンゼーベック効果(SSE)を用いた熱電変換素子は、シンプルな構造を持ち、塗布

プロセスなどの簡便なプロセスで作製できることなどから、学術的だけでなく、工業的

にも注目を集めている[1-3]。 

SSEは、強磁性体やフェリ磁性体中で温度勾配に平行な向きにスピン流が発生する現

象で、SSEを用いた熱電変換を行うには、さらにそのスピン流を常磁性伝導体中の逆ス

ピンホール効果によって電流に変換する。その結果、磁性体の磁化と温度勾配の向きの

両方に直交する方向に電流が生じる。 

縦型のスピンゼーベック効果(LSSE)を用いた熱電変換素子の最大取り出し出力の大

きさは、磁性絶縁体/常磁性体界面のマグノン-フォノンの有効温度差    と、ミキシング

コンダクタンス  、そして常磁性伝導体のスピンホール角   の二乗に比例して大きくな

るため[2, 3]、それぞれの特性を併せて向上することが重要である。 

本講演では、その中でも特に常磁性伝導体の特性が LSSE素子の特性に与える影響に

注目し、スピン流－電流変換を担う材料として知られる様々な遷移金属を適用した結果

(Figure 1)や、シート状の熱電変換素子の作製例などを紹介する。 

 

Figure 1  各種遷移金属 Ti, Cr, Cu, Mo, Ag, Ta, 

W, Ir, Pt, Au を用いた LSSE素子からの出力電圧

の外部磁場依存性。金属の膜厚は 10nm。磁性体

には SGGG 基板上に MOD 法で作製した Bi:YIG

を使用し、基板を含め 0.7mm 厚の素子に温度差

T=+8Kをかけて測定を行った。 
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